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ＣＳＷ６３ サイドイベントについて
日本政府国連代表部 と NGO３団体の共催

Social Inclusion
for Women Being Independent

日時：２０１９年３月１４日（木）１１：３０-１２：４５（７５分）

会場：国連本部会議棟 CR11

国連NGO国内女性委員会・国際婦人年連絡会・JAWW



サイドイベントとは：

•国連が運営する政府・国連機関によるイベントだが、

• このイベントは、ＮGOなどとの共催が一般的で、

•今回も、NGO3団体が外務省に申し入れて実現した。

• ＮＧＯとして、なぜ、あえてサイドイベントに取り組むの？

•女性問題が議論されるＣＳＷに、意志を示さなくていいの？

• だから、３団体は、ＣＳＷの主要テーマを基本に協議し

共催を、提案してきた



ＣＳＷ63の
主要テーマは

• Ｓｏｃｉａｌ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍｓ， ａｃｃｅｓｓ ｔｏ ｐｕｂｌｉｃ ｓｅｒｖｉｃｅ
ａｎｄ ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ for gender equality and 
empowerment of women and girls

•総ての女性が、女性だからといって差別されること無く、エンパワー
するために享受することのできる社会保障体制を

•今年のサイドイベントも、このテーマを考慮した

• そのベースにあるのが ＳＤＧｓ そのロゴマーク→

• 素晴らしい地球を作るための１７の目標・・・



Social Inclusion for Women Being Independent
～女性が自立して生きることの出来る社会制度を

•現状認識：一人で生きる女性が増え・・・

夫が働き、妻が家事をし子供を育てる家族の崩壊が・・・

北京行動綱領もＳＤＧｓも、女性の自立を掲げている・・・

• しかし、現在・・・DVにあっても我慢しなければならない

一人親（母親）世帯の子どもは貧しくて当たり前？

• これらを踏まえて、

女性が自立して生きられる社会保障のある体制を考える



プログラム
の形式

•持ち時間＝７５分

•形式 = ４人のスピーカーと会場からの発言による

•発言者＝４つの地域から問題提起と提案を

日本・タイ（アジア）、スイス（EU）、調整中（南米またはアフリカ）

•発言の持ち時間＝＠７分程度

• このあと、参加者からの意見を求め

•一人で生きる女性を支援する社会保障制度への提言を

•参加者＝１０ヶ国１0０名を目標に呼びかけ



•主催者挨拶＝日本政府〔大使）＋ＮＧＯ（ＪＡＷＷ）

• コーディネータ＝布柴靖枝：文教大学教授(前国連総会政府代表団顧問）

•発言者＝紙谷雅子:学習院大学教授（国際婦人年連絡会）

• Caterina Bosshart:Freiburg大教授（ＢＰＷ副会長UN担当）

• Ratikorn Norasethaporn: JICA Project Officer （タイ）

•会場からの発言＝女性の自立を支えるための社会保障について

• 意見・質問がのこればメール連絡を御願い・・・



まとめ
•国連代表部に対し、このイベントでの意見を活用するようお願いし

•各NGOは、それぞれの団体、国際上部団体にも、提言等を伝え

• SDGｓの実現に向けて、政府をはじめあらゆる関係方面に

この意見を活用するようお願いする

•担当ＮＧＯは、参加者名簿の作成し、その後寄せられた意見も

取り込んで、内容を共有するため報告書を作成する



【参考】 2017年のサイドイベント会場
：当日は→95人の定員に150人が集まった

テーマは【女性の経済力を強化するための鍵】
今回の会場は 定員最大１３１･･１００人以上を期待して



【参考】
毎朝、NGO参加者のために、
ＣＳＷの会議場で
NGO向けブリーフィングが行われ・・・

ブリーフィングの中身は充実・・・
キーパーソンの登壇も・・・



ご協力を御願いします！

• もう一つのイベントをご紹介： Ｗ２０に関するもの・・・

タイトル＝

Closing the Gender Gap for New Prosperity—

To Implement W20 Recommendations

日時＝

３月１３日 （水） １０:００－１１：４５

場所＝

国連本部ビル・ＣＲ１１


